
当社グループは「働きやすさ」と「働きがい」の
向上を目指し、社内環境整備に関する方針（社内
環境整備方針）を定めています。この方針のもと、
環境面の整備のほか従業員の働き方や仕事の充足
感に資する施策を積極的に取り組んでいます。また、
日軽金グループ行動理念に「ご安全に！」「やってみ
よう、やってみなよ」という標語（キャッチコピー）
を掲げることで、従業員が日々の仕事の中で「安
全」や「チャレンジできる職場づくり」を意識、実
践する機会の促進を図っています。

2023年度は車いすラグビー日本代表の池崎大輔氏※とコラボ
レーションしたイベントを多く開催しました。2023年8月に新橋オ
フィスにおいて「ファミリー社内見学会」を開催しました。グループ
従業員と家族（お子様）あわせて71人が参加し、オフィス見学や
食堂メニューをアレンジしたランチ会、池崎氏との交流会を実施し
ました。また、2023年11月に日本軽金属㈱名古屋工場では4年
ぶりとなる「日軽バザール」を開催し、従業員と家族、地域住民
の皆様あわせて約1,700人が来場しました。本イベントは池崎氏
による講演会やタックル体験会を行うなど、地域社会とのつながり
の創出とダイバーシティ＆インクルージョン促進の場となりました。

2023年度の福利厚生投資計画に対する進捗は、主要グルー
プ18社の投資計画644百万円に対し、実績は354百万円となり
ました。2024年度の投資計画はグループ18社518百万円となっ
ています。2023年度の取組み事例として、日軽産業㈱は建設
部門の三保事業所（設備環境グループ）事務所を環境配慮型建
屋に改築し、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）認定を取
得しました。「居住性と省エネルギーを両立し次世代に向けた建
物」というコンセプトのもと、省エネ・創エネに加え、そこで働く
従業員の快適性・生産性の向上に寄与する建屋となっています。
あわせて日軽産業㈱は、ZEB化の建築設計を行う法人として
「ZEBプランナー」、およびZEB事例を有するオーナーとして「ZEB
リーディング・オーナー」
の登録認定を受けました。

社内環境整備方針
● �全ての人財が健康で安全に働ける職場をつくります。
● �コミュニケーション豊かな安心と働きがいにあふれた職場をつくります。
● �多様な価値観を尊重し全員が生き生きと働ける職場をつくります。

職場環境改善

日軽金プライド・社会貢献プロジェクト

健康経営
日本軽金属㈱は2024年3月に「健
康経営優良法人2024」に認定されま
した。栄養バランスを配慮したランチ
の提供や労使連携のウォーキングイベ

日軽金グループ行動理念
● �ご安全に！	  
仲間にケガをさせません。『笑顔で出社して笑顔で帰る職場』をつくります。

● �やってみよう、やってみなよ	 
変化を恐れず『やってみよう、やってみなよ』を大切に、チャレンジで
きる職場をつくります。 （抜粋）

※ �日本軽金属㈱は池崎大輔氏とオフィシャルパートナー契約を締結しています。

方針 2023年度の取組み

職場環境改善や健康経営については、定期的に開催する主要
グループ各社の人事担当部長会議で検討を行い、さらに年1回
開催するグループ人事担当者会議で計画や成果を共有する体制
を採っています。また、日軽金プライドや社会貢献プロジェクト
活動は、グループ各社に対する積極的な呼びかけと社内報やイ
ントラを活用した活動報告を継続することで、自発的な参加の促
進を図っています。本活動にはグループ従業員と経営層が参画
しており、会社や役職の垣根を越えたフランクな交流を通じ、グ
ループで共に働く人たちの絆を広げる、深める体制を構築して
います。

働きがいのある職場づくり 体制図

グループ
人事担当部長会議

各職場

各職場

各職場
グループ

人事担当者会議

社会貢献プロジェクト

経
営
層

職場環境改善

日軽金プライド※

健康経営

グ
ル
ー
プ
各
社

参画 報告

※ �日軽金プライドは同ページ「計画」を参照

体制

福利厚生投資計画について、必要な投資は実施しているもの
の、案件見直し等の影響により2023年度は計画を下回る実績と
なりました。中長期の投資計画について「働きやすさ」に直結す
る職場環境改善のニーズは高まり続けると認識しています。施設
や建屋を単なる「箱」としてではなく、従業員が自発的に集まり
たくなる「場」となるよう、蒲原研修センターの改築（p.73「計
画」参照）を一つの起点として職場環境のさらなる整備を進めて
いきます。

グループにおける健康経営の取組みは着実に進んでいます。
日本軽金属㈱では健康関連の目標指数の設定・公表を予定して
います。今後も事業所毎の健康増進に向けた施策の実施や健康
経営に関する認定取得を促進し、経営戦略の一つとして健康経
営を捉え、幸せに満ちた理想の職場づくりに取り組みます。

新型コロナウイルスにより凍結していた活動の再開とイベント
の拡充により、2023年度は多くのグループ従業員が各種活動に
参加しました。2024年度はパリパラリンピックのイベントおよび
活動拠点の拡大を計画しています。社会に貢献する喜びを多くの

職場環境改善

健康経営

日軽金プライド・社会貢献プロジェクト

2023年度の取組みの評価と今後の対応について

社員VOICE

私たちの職場では粉砕機や磁選機等を使用して高品質
のアルミナ商品を製造しています。作業建屋には多くの
粉砕装置があり、騒音レベルが第Ⅱ管理区分となるエリ
アが複数ありました。騒音環境の改善にあたり、まずは
あらゆる設備の稼働と停止を組み合わせ、発生源となる
粉砕装置を突き止めました。次に、当該設備の「衝撃力」
「打撃回数」などの稼働条件と騒音の関係を解析し、取
り付けている打撃装置の仕様と運用方法を変更すること
で、すべてのエリアの騒音レベルを耳栓など保護具着用
の必要がない第Ⅰ管理区分にすることができました。「仲
間のことを考え行動できるチーム」という職場のビジョン
のもと、今後もさらなる改善活動に取り組みます。

「�仲間の健康を守るために ！  
職場の騒音への取組み」
日本軽金属㈱ 
清水工場 生産部第三課　

小森 俊克

日本軽金属㈱は2023年度に「従業員意識調査」を開始し、
従業員エンゲージメントスコアの把握をスタートしました。本取組
みは2024年度にグループ会社へ展開し、職場単位またはグルー
プ全体の傾向と課題を把握することで、従業員エンゲージメント
の向上施策に取り組みます。

福利厚生の充実による働きやすい職場環境づくりを推進する目
的で、グループ各社の福利厚生投資計画の集約と情報共有を
行っています。好事例企業の実地見学など、グループ全体で職場
環境の改善促進を図っています。また、「働きやすさ」と「働きがい」
のある職場づくりは、そこで働く従業員の心身の健康がベースと
なることから、グループ各社で健康経営の導入を計画しています。

日軽金プライドは従業員が「日軽金グループで働いてよかった」
と思い、日軽金グループで働くことへの誇りや愛着を醸成するこ
とを目的に始動しました。グループ各社で働く従業員がチーム日
軽金で働くことに誇り（プライド）を抱くような活動にしたいとい
う考えから「日軽金プライド」と名付けました。現在は社会貢献
プロジェクトと連動し、イベントにおける地域社会との交流や車
いすラグビー※の応援活動などを通して、グループの魅力が従業
員とその家族に伝わる活動を進めています。また、2021年に制
作した当社グループの公式キャラクター「アムル」と「ルミナ」
については、従業員によるデザインでLINEスタンプを制作するな
ど、皆様に愛されるキャラクターとして育てています。

職場環境改善・健康経営

日軽金プライド・社会貢献プロジェクト

※ �当社グループは一般社団法人日本車いすラグビー連盟とオフィシャルパートナー契
約を締結しています。

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
計画 599 487 644 518
実績 266 544 354 —

※ 国内主要グループ18社の主な案件計

福利厚生投資額の推移※ 単位：百万円

計画

マテリアリティ目標、実績 KPI 2023年度実績 2030年度目標
従業員エンゲージメントスコア※ 3.42 3.6以上

※ 日本軽金属㈱「2023年度 従業員意識調査」結果より（5点満点）

設問内容  �「あなたは当社で働いていることについて誇りを持っている」

ファミリー社内見学会

ントの開催など、事業所の特性に合った施策を実施しました。ま
た、健康経営推進の一環として、日軽エムシーアルミ㈱は
2024年2月に「ホワイト企業認定」を取得しました。

従業員に広め、すべての従業員が日軽金グループで働いている
ことに幸せを感じるよう、日軽金プライドを浸透させていきます。

働きがいのある職場づくり
基本情報 価値創造 データ価値創造の基盤
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